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メンター・訪問員が訪問を実施 

※初回、学習・生活支援等の目的とした絵本の配布 

 

●見守り支援（厚労省） 
〇支援が必要な子ども等の把握 
〇養育状況の把握 
〇心のケア 
〇孤独・孤立の解消 

 

地域から広がる第三の居場所アクションネットワーク 
高槻市子育て総合

支援センター 

 

●高槻市子どもみまもりつながり訪問事業（厚労省支援対象児童等見守り強化事業）  

新型コロナの影響により、子どもの見守り機会が減少し、児童虐待のリスクが高まってい

ることから、高槻市域において未就園児等（保育所等に通っていない原則2歳児～就学

前の子ども）のいる対象家庭を訪問するなどし、状況の把握や学習及び生活支援等を通

じた子どもの見守りを実施する。 

（対象：高槻市域〈人口約35万〉、1エリア650人×2エリア・通年事業） 

見守り（アウトリーチ） 

論文・書籍・メディア等 

〇基本的な生活習慣の習得支援や学習、生活支援 

〇地域の様々な支援事業へのつなぎ 

〇子育て支援サービスの情報提供 

〇子育てに関する相談      など 

子どもの居宅等 

子育て支援を行う

民間団体等 

要保護児童対策地域協議会 

 

市内で活動する子ども食堂やフードパントリー、無料学習塾等への

支援の場や NPOや企業等と連携した社会体験の場へのつなぎ 

※ニーズに応じて 

高槻市施策 

「つどいの広場」等 状況の把握・学習・生活支援等 

20220816 

タウンスペース WAKWAK 

〇財源：高槻市子どもみまもり・つながり訪問事業委託費 

〇財源：むすびえ休眠預金事業「居場所の包括連携によるモデル地域づくり（全国） 

参画団体 ７０団体・１２７人 
地域・NPO・学校・行政・大学・企業・医療ほか 

要支援家庭の支援 

（制度からとりこぼれや

すい層の下支え） 

●むすびえ休眠預金事業「居場所の包括連携によるモデル地域づくり（全国）  

「つながる・食べる・学ぶ・生活を支える」をキーワードにした①第三の居場

所ネットワーキング、②フードパントリー、③学習支援、④大学、元保育所OG等

と連携した専門職・担い手の育成と支援対象児童等見守り強化事業を並行し

て実施することで市域に官民連携による面（セーフティネット）を構築する。ま

た、実践による知見を日本全国に発信する。（2021～3か年事業） 

 これら多セクターとの共創により社会システム全体の変容を生み出す。 

  

 

〇声なき SOS を発見し、地域支援の循環につなぐ事業 
・一人親等、社会的不利を抱える世帯の支援（緊急支援） 

・対象エリア：市内で公営住宅を抱える５エリア ※夏休み期間 

・財源：厚労省「ひとり親家庭等の子どもの食事支援事業」 

政策提言 

行政との協議・党派を超えた議員ロビー活動

等 

全国発信 


